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MySQL 5.5.33 リリースノート （日本語翻訳） 

 

このリリースで判明している制限:  

Microsoft Windowsで、MySQL InstallerがMySQL Enterprise Backup

（MEB）3.8.1から 3.8.2（最新バージョン）にアップグレードしない。

回避策は、MEB 3.8.1を一度アンインストールした後、MySQL Installer

を使用して MEB 3.8.2（最新バージョン）をインストールすることであ

る。 

機能の追加と変更 

 これまで、あいまいでないプリフィックスであれば、完全形でもプリフ

ィックスでもプログラムオプションを指定できた。たとえば、

--compressオプションを—-comprとしてもmysqldumpに指定するこ

とができた。ただし、--compはあいまいであるため、指定できなかった。

しかし、新しいオプションがプログラムに導入された場合、問題を引き

起こす恐れがあるとして、オプションのプリフィックスは廃止されるよ

うになった。これは、現在あいまいでないプリフィックスでも、将来あ

いまいになる可能性があるためである。あいまいでないプリフィックス

を指定した場合、以下のような警告メッセージを表示して、フィードバ

ックを与えるようにした。 

 Warning: Using unique option prefix compr instead of 

compress is 

 deprecated and will be removed in a future release. 

Please use the 

full name instead. 

MySQL 5.7ではオプションのプリフィックスはサポートせず、完全形のみ

受け付ける（Bug #16996656）。 

 

 MySQL 5.1または 5.5では新しいエラーが凍結されるため、comp_err

でこれらのシリーズに新しいエラーが追加されていないことを確認する

ようになった（Bug #16807394）。 

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/mysqldump.html#option_mysqldump_compress


 

Copyright ○C  2013 Nomura Research Institute, Ltd.  All rights reserved 
  2/8 

 

修正されたバグ  

 パフォーマンス; 重要な変更; InnoDB: InnoDBで、複数のデータファイ

ルを持つテーブルスペースを開けなかった。今回、MySQL Server 5.6.12

で判明していた制限が解除された（Bug #17033706、Bug #69623）。 

 パフォーマンス; InnoDB: innodb_thread_concurrencyをゼロ以外

の値に設定した場合、1行読み取るごとにすべての

innodb_concurrency_ticketsが解放され、読み取りのたびに同時実

行チェックが行われる可能性があった。これにより、すべてのクエリの

パフォーマンスに影響が生じ、1つの症状として、システム CPUの使用

率が高くなる可能性があった。この設定を使用している場合は、MySQL 

Server 5.6.13にアップグレードすることを強く推奨する。これは、

MySQL Server 5.5.xと 5.6.xの間でパフォーマンスの低下を招く可能性

があった（Bug #68869、Bug #16622478）。 

 MySQL Cluster: INITIAL_SIZE、UNDO_BUFFER_SIZEの一方または両

方のオプションを指定した場合、構文エラーとなり、CREATE LOGFILE 

GROUPが失敗していた（Bug #13116514）。 

 InnoDB: CHECK TABLEは、間違った数のエントリを含むセカンダリイ

ンデックスを検出するとエラーを報告していたが、このインデックスに

破損を示すマークを付けていなかった。今回、このエラーが検出された

場合、CHECK TABLEはインデックスに破損を示すマークを付けるように

なったが、破損を示すマークはインデックスにのみ付けられ、テーブル

には付けられない。この結果、インデックスのみが、ドロップされ再構

築されるまで使用できなくなる。テーブルは影響を受けない（Bug 

#16914007）。 

 InnoDB: InnoDBが、部分的に作成されたインデックスに関する統計情

報を収集しようとしていた（Bug #16907783）。 

 InnoDB: InnoDBバッファプールの 2つの INFORMATION_SCHEMAテー

ブルが、読み取り固定ブロックに対し無効なページタイプを示す可能性

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/innodb-parameters.html#sysvar_innodb_thread_concurrency
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/innodb-parameters.html#sysvar_innodb_concurrency_tickets
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/create-logfile-group.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/create-logfile-group.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/check-table.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/check-table.html
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があった。この修正では、読み取りに対し I/O固定になっているブロック

に不明なページタイプを示すようになる（Bug #16859867）。 

 InnoDB: Bug #11753153のバグフィックスにデグレードがあり、

Valgrindテストでメモリリークのエラーを返すようになった。これは

dict_create_add_foreign_to_dictionary関数が pars_info_createは呼

び出したが、pars_info_freeに失敗したためである。(Bug #16754901) 

 InnoDB: 挿入バッファマージ時、無効な可能性があるレコードポインタ

で InnoDBがlock_rec_restore_from_page_infimum()を呼び出し

ていた（Bug #16806366）。 

 InnoDB:外部キー制約のための識別子の一部の文字列はテーブルのエク

スポート時に修正された。(Bug #16722314, Bug #69062) 

 InnoDB: page_zip_compress()で、ページの圧縮後、

page_zip_validate()一貫性チェックが失敗していた。この問題は、

レコードにユーザデータバイトが含まれない場合に、

page_zip_decompress()が heap_noを正しく設定できないことが原

因であった。ユーザデータバイトがないレコードは、たとえばプライマ

リキーが空の文字列で、すべてのセカンダリインデックスフィールドが

NULLまたは空の文字列である場合に発生する（Bug #16736929）。 

 InnoDB: トランザクションコミット時に、コミット順序を保持するため

に prepare_commit_mutexが取得される。コミット操作が失敗した場

合、トランザクションはロールバックされるものの、ミューテックが解

放されなかった。このため、以降の挿入操作で同じミューテックを取得

できなかった。この修正により、 innobase_rollback 時に

prepare_commit_mutexが解放されるようになった（Bug #16513588）。 

 InnoDB: InnoDBシャットダウンモード（innodb_fast_shutdown）が

2に設定されているときにマスタスレッドがフラッシュループに入ると、

一部の状況でスレッドが終了できなかった。これにより、シャットダウ

ンハングを招く可能性があった（Bug #16411457）。 

 InnoDB: SET foreign_key_checks=0で外部キーチェックを無効にし、

DROP INDEX を実行した後、サーバを再起動すると、テーブルにアクセ

スできなくなっていた。この修正により、SET foreign_key_checks=0

の場合、外部キーインデックスが足りないテーブルにアクセスできるよ

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/innodb-parameters.html#sysvar_innodb_fast_shutdown
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.5/en/set-statement.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.5/en/server-system-variables.html#sysvar_foreign_key_checks
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.5/en/drop-index.html
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うになった。テーブルにアクセスできるようになると、外部キー制約を

実行するために、ユーザは足りないインデックスを作成し直す必要があ

る（Bug #16208542、Bug #68148）。 

 InnoDB: バックスラッシュでエスケープされたアポストロフィを含むコ

メントまたはデフォルトのテキスト値を使用してテーブルを作成すると、

InnoDBストレージエンジンが外部キー定義を省略することがあった

（Bug #61656、Bug #12762377）。 

 InnoDB: foreign_key_checks=0を設定し、ALTER TABLEを実行し

て外部キー制約付きの複数のテーブルがあるデータベースに対して外部

キーカラムの文字セットを変更した場合、データベースが矛盾状態のま

まであった。その後、foreign_key_checks=1で ALTER TABLE操作

（COPYアルゴリズムを使用）を実行すると、矛盾が検出され、失敗して

いた。部分的に実行された ALTER TABLE操作の復帰も失敗し、変更対

象のテーブルが損失していた。同じ ALTER TABLE操作を RENAME句で

実行すると、矛盾は検出されないものの、他の何らかの理由で ALTER 

TABLE操作が失敗した場合、部分的に実行された ALTER TABLEの復帰

は失敗し、同じ結果になっていた。 

この修正では、直前のテーブル定義がリストアされている間、一時的に

foreign_key_checksを無効にする（Bug #65701、Bug #14227431）。 

 InnoDB: キーの降順で連続して削除を行うと、InnoDBインデックスペ

ージのアンダーフィルを招いていた。InnoDBインデックスページがアン

ダーフィルである場合、左または右の兄弟ノードとマージされる。兄弟

ノードがマージに使用可能かどうか確認するためのチェックが正しく機

能していなかった（Bug #68501、Bug #16417635）。 

 InnoDB: 初期化されたが使用されていない pthread_mutex、

commit_threads_mがコードベースから削除された（Bug #60225、Bug 

#11829813）。 

 パーティショニング: MySQL 5.5.31またはそれ以降にアップグレードす

る場合、オリジナルとのバイナリ互換性を維持するために ALGORITHM

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/server-system-variables.html#sysvar_foreign_key_checks
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/alter-table.html
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オプションを必要とするパーティションドテーブルを検出すると、

mysql_upgradeの出力にメッセージが書き込まれる。このメッセージに

は、変更を必要とする ALTER TABLEステートメントが含まれる。この

ようなテーブルがかなり多くのパーティションを持つ場合、ALTER 

TABLEステートメントがすべて書き込まれる前にエラーとなり、メッセ

ージが切り捨てられていた（Bug #16589511）。 

 パーティショニング: RANGEでパーティション化されたテーブルに対し

クエリの WHERE条件で指定したレンジがいずれかのパーティションのレ

ンジ内に完全に収まる場合、本来ならば取り除かれるはずの次のパーテ

ィションも行がチェックされていた。 

以下の SQLステートメントを使用して作成した、レンジパーティション

ドテーブル tがあるとします。 

CREATE TABLE t  ( 

    id INT AUTO_INCREMENT, 

    dt DATETIME, 

    PRIMARY KEY (dt,id), 

    UNIQUE KEY (id,dt) 

)  

    PARTITION BY RANGE  COLUMNS(dt) ( 

        PARTITION p0 VALUES LESS THAN ('2013-01-01'), 

        PARTITION p1 VALUES LESS THAN ('2013-01-15'), 

        PARTITION p2 VALUES LESS THAN ('2013-02-01'), 

        PARTITION p3 VALUES LESS THAN ('2013-02-15'), 

        PARTITION pmax VALUES LESS THAN (MAXVALUE) 

); 

tに対して実行したときにこの問題を示していたクエリの例を以下に示

します。 

SELECT COUNT(*) FROM t  

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/alter-table.html
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    WHERE dt >= '2013-02-01' AND dt < '2013-02-15'; 

この場合、たとえ WHERE句で指定されたレンジがパーティション p3内

に完全に収まっていても、パーティション pmaxがチェックされていた

（Bug #16447483）。 

 パーティショニング: パーティションドテーブルをドロップした場合、テ

ーブルの定義やデータの前に、まずテーブルの.parファイルが削除され

ていた。これは、ドロップ操作中にサーバに障害が発生した場合、テー

ブルが矛盾状態のままとなり、アクセスもドロップもできなくなること

を意味する。 

この問題を修正するために、以下の変更を行う。 

 パーティションドテーブルをドロップする場合、すべてのテーブ

ルデータが削除されるまで、テーブルの.parファイルが削除され

ないようにした。 

 パーティションドテーブルの DROP TABLEの実行時に.parファ

イルが見つからないことが判明した場合、テーブルの.frmファイ

ルが直ちに削除され、ドロップを強制的に終了させるようにした。 

（Bug #13548704、Bug #63884） 

 レプリケーション: 変数を使用する一部の式が LOAD DATAで正しく処理

されなかった（Bug #16753869）。 

 レプリケーション: 複数のソースファイルを含むアプリケーションにヘ

ッダファイル log_event.hが含まれている場合、ファイル

rpl_tblmap.ccが log_event.hに含まれるため、リンカエラーが発

生していた。この修正では、log_event.hを使用するソースファイルに

rpl_tblmap.ccを移動させる（Bug #16607258）。 

 Solaris PKG パ ッ ケ ー ジ を イ ン ス ト ー ル し た 場 合 、

--random-passwordsオプション（MySQL 5.6まで存在しなかったオ

プション）で起動されるため、mysql_install_db の実行が失敗する可能

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/drop-table.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/load-data.html
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性があった（Bug #17160741）。 

 サーバ起動中の keycache_*変数（「Multiple Key Caches」を参照）の

初期化で、間違ったメモリに書き込む可能性があった（Bug #16945503）。 

 サーバ RPMパッケージを削除しても、実行中であった場合、既存のサー

バがシャットダウンされなかった（Bug #16798868）。 

 gcc 4.8で導入された新しい警告チェックを考慮して、コードベースが修

正された（Bug #16729109）。 

 同じ MySQLバージョンについてコミュニティ SLES RPMパッケージを

コマーシャルパッケージにアップグレードすると、競合エラーが発生し、

失敗していた（Bug #16545296）。 

 プリペアドステートメントの実行時に参照されるユーザ変数は、実行終

了時に解放されるメモリに設定される。このステートメントをもう 1度

実行した場合、このメモリにアクセスする際に Valgrind警告が発生する

可能性があった（Bug #16119355）。 

 プリペアドステートメントの左の式の間違った最適化により、サーバが

終了する可能性があった（Bug #16095534）。 

 filename_to_tablename()内で範囲外読み取りが発生する可能性が

あった（Bug #14834378）。 

 table_name値と index_name値を要求するクエリを

INFORMATION_SCHEMA.INNODB_BUFFER_PAGEで実行した場合、クエ

リ結果に table_name値または index_name値を伴わないインデック

スページが含まれていた（Bug #14529666）。 

 スレッドプールプラグインを使用している場合、正常な接続終了で

Aborted_clientsステータス変数がインクリメントされていた（Bug 

#14081240）。 

 MySQL Installerをカスタムインストールまたは変更モードで実行した場

合、効果のないインストールオプションが提供されていた（Bug 

#12928601）。 

 複数の aggr_func(DISTINCT)関数（ここで、aggr_func()は

COUNT()などの集計関数）を使用するクエリにおいて、同じ複合キーの

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/multiple-key-caches.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/innodb-buffer-page-table.html
http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/server-status-variables.html#statvar_Aborted_clients
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異なるカラムを参照する場合、間違った結果が返される可能性があった

（Bug #12328597）。 

 サブクエリの結果をユーザ変数に割り当てる場合、外部クエリに

DISTINCT と GROUP BY が含まれていると、表明が発生していた（Bug 

#57196、Bug #11764371）。 

 mysqldumpでは、mysqlデータベースに general_logおよび

slow_logテーブルが存在するものとみなされていた。これらのテーブ

ルが存在しない古いサーバからテーブルをダンプするために起動した場

合、失敗していた（Bug #65670、Bug #14236170）。 

 ソース RPMパッケージからビルドを試行した場合、存在しない可能性の

ある pb2userをビルドプロセスが参照しようとするために失敗する可

能性があった（Bug #64641、Bug #13865797、Bug #69339、Bug 

#16874980）。 

 cmake/dtrace.cmakeのタイプミスにより、DTraceサポートが

-DENABLE_DTRACE-onによって有効になるのが妨げられていた（Bug 

#60743、Bug #12325449）。 

 RPM ソースパッケージで libaio-devel が依存関係としてリストされ

ないため、ビルドが失敗していた（Bug #69158、Bug #16785036）。 

 utf8_unicode_ci照合に対して、DATETIME値と文字列の比較が正し

く機能していなかった（Bug #68795、Bug #16567381）。 

 

※本翻訳は、理解のための便宜的な訳文として、オラクルが著作権等を保有す

る英語原文を NRIの責任において翻訳したものであり、変更情報の正本は英

語文です。また、翻訳に誤訳等があったとしても、オラクルには一切の責任

はありません。 

 

http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/datetime.html

